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先
日
、
岡
山
市
内
の
古
書
店
で
『
明
治
四
十
三
年
五
月
種
痘

名
簿
吉
備
郡
Ｘ
村
役
場
』
（
以
後
「
種
痘
名
簿
」
と
略
記
）
を
入

手
し
た
。
綴
ら
れ
た
六
一
枚
の
和
紙
に
墨
書
さ
れ
た
種
痘
の
記
録

で
、
サ
イ
ズ
は
一
九
・
五
セ
ン
チ
×
二
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
Ｘ
村

（
明
治
二
二
年
か
ら
昭
和
二
九
年
ま
で
存
在
、
当
時
の
人
口
一
五
○
○

～
二
○
○
○
人
程
度
）
は
現
在
、
岡
山
市
に
併
合
さ
れ
、
市
域
西
部

の
農
村
地
帯
に
あ
る
。
「
種
痘
名
簿
」
の
表
紙
に
は
、
第
七
五
三
號

と
朱
記
さ
れ
て
い
る
。
廃
棄
後
、
漏
出
し
た
公
文
書
で
あ
ろ
う
。

明
治
四
二
年
二
九
○
九
）
四
月
一
四
日
に
法
律
第
三
五
号
「
種
痘

法
」
が
制
定
さ
れ
た
結
果
、
作
成
さ
れ
た
公
文
書
で
あ
る
。

一
八
名
が
列
記
で
き
る
各
家
毎
の
一
枚
の
用
紙
に
、
種
痘
さ
れ

た
児
の
記
録
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
六
一
家
、
二
九
五
名
の
種
痘

の
記
録
が
あ
る
。
二
九
五
名
は
こ
の
期
間
の
Ｘ
村
の
全
接
種
対
象
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「
明
治
四
十
三
年
五
月
種
痘
名
簿
吉
備

郡
Ｘ
村
役
場
」
に
つ
い
て

石
田

純

郎

児
の
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
記
録
さ
れ

て
い
る
児
の
生
年
月
日
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
○
一
）
一
月
二
三

日
か
ら
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
二
九
日
ま
で
で
、
四
六

年
間
に
わ
た
る
。
Ｘ
村
の
大
字
三
手
在
住
の
児
が
二
九
五
名
中
二

七
六
名
（
九
三
・
六
％
）
を
占
め
る
。
Ｘ
村
の
大
字
三
手
に
在
住
し

た
児
の
ほ
ぼ
全
員
の
種
痘
記
録
で
あ
ろ
う
。

続
柄
は
、
長
男
六
○
名
、
長
女
五
六
名
、
二
男
三
八
名
、
二
女

四
○
名
、
三
男
二
○
名
、
三
女
一
七
名
、
四
男
八
名
、
四
女
八
名
、

五
男
三
名
、
五
女
三
名
、
六
男
二
名
、
六
女
一
名
、
私
生
児
男
三

名
、
私
生
児
女
三
名
、
養
子
二
名
、
寄
留
一
四
名
、
姪
・
孫
な
ど

八
名
、
不
明
・
記
載
な
し
九
名
で
あ
る
。

第
一
期
種
痘
は
二
一
○
名
の
記
録
が
あ
る
。
最
古
の
種
痘
記
録

は
表
紙
に
も
記
さ
れ
て
い
る
明
治
四
三
年
（
一
九
一
○
）
五
月
の
も

の
で
、
最
新
の
種
痘
記
録
は
昭
和
二
四
年
二
九
四
九
）
年
七
月
の

も
の
で
あ
る
。
毎
年
、
四
月
、
五
月
を
中
心
に
、
春
に
一
度
か
二

度
、
種
痘
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
例
外
は
昭
和
二
○
年
（
一
九
四
五
）

で
、
こ
の
年
に
は
種
痘
を
し
た
記
録
は
な
い
。
第
一
期
種
痘
は
、

ほ
ぼ
、
生
後
七
ヵ
月
か
ら
、
一
歳
六
ヵ
月
の
間
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
明
治
三
八
年
九
月
生
れ
の
男
児
が
明
治
四
三
年
と
四
四
年
の



日本医史学雑誌第47巻第3号（21)01）569

二
回
、
例
外
的
に
遅
く
第
一
期
種
痘
を
行
っ
た
一
例
の
み
が
不
善

感
（
こ
の
児
は
四
年
後
の
第
二
期
種
痘
で
、
善
感
し
て
い
る
）
で
、
そ

れ
以
外
の
二
○
九
名
は
善
感
で
あ
っ
た
（
第
一
期
種
痘
の
善
感
率
は

九
九
・
五
％
と
非
常
に
高
い
）
。

第
二
期
種
痘
は
一
九
○
名
の
記
録
が
あ
る
。
接
種
の
実
施
期
間

は
最
古
の
も
の
は
第
一
期
種
痘
と
同
じ
で
、
最
新
は
昭
和
二
三
年

（
一
九
四
八
）
五
月
と
一
年
早
い
。
昭
和
二
○
年
二
九
四
五
）
か
ら

二
二
年
（
四
七
）
ま
で
は
、
第
二
期
種
痘
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

ほ
と
ん
ど
の
児
が
八
、
九
歳
で
第
二
期
種
痘
を
受
け
て
い
る
。
第

二
期
種
痘
に
一
回
目
の
接
種
で
善
感
し
た
児
は
一
四
七
名
（
七
七
．

三
％
）
、
一
回
目
の
接
種
が
不
善
感
で
、
翌
年
の
再
接
種
で
善
感
し

た
児
が
四
名
で
、
結
局
、
合
計
一
五
一
名
（
七
九
・
五
％
）
が
善
感

し
た
。
不
善
感
で
あ
っ
た
児
は
三
九
名
三
○
・
五
％
）
で
、
八
名

が
第
二
期
種
痘
を
一
回
し
か
受
け
ず
不
善
感
、
三
一
名
（
内
二
四
名

が
、
一
九
二
年
か
ら
二
一
年
の
間
の
接
種
で
、
こ
の
間
の
不
善
感
率
が

高
い
）
が
二
回
目
を
翌
年
に
受
け
た
が
い
ず
れ
も
不
善
感
で
あ
っ

泥
格

第
一
期
、
第
二
期
の
種
痘
の
ど
ち
ら
も
記
録
さ
れ
て
い
る
児
は

一
二
一
名
（
四
一
・
○
％
）
で
あ
る
。
『
種
痘
名
簿
』
に
は
第
一
期
種

痘
接
種
後
に
死
亡
し
た
児
の
記
載
は
五
例
を
除
き
、
な
い
。
当
時

の
高
い
乳
幼
児
死
亡
率
を
考
慮
す
る
時
、
死
亡
例
は
そ
れ
以
外
に

も
多
数
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
接
種
さ
れ
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
六
名
（
五
・
四
％
）
の
児
の
名
前
が
記
録
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
接
種
日
ま
で
に
死
亡
し
た
児
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
第
二
期
の
接
種
時
期
ま
で
生
存
し
た
児
は
、
ほ
と
ん

ど
第
二
期
種
痘
を
接
種
さ
れ
た
と
推
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
『
種
痘
名
簿
」
に
は
、
種
痘
に
伴
う
副
反
応
に
つ
い
て
の

記
録
は
な
い
・

現
在
の
岡
山
市
西
部
の
農
村
地
帯
（
旧
Ｘ
村
大
字
三
手
）
の
明
治

四
三
年
（
一
九
一
○
）
か
ら
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
ま
で
の
三

九
年
間
の
種
痘
接
種
の
実
態
に
つ
い
て
、
『
種
痘
名
簿
』
を
も
と

に
、
統
計
結
果
を
報
告
し
た
。

（
新
見
公
立
短
期
大
学
）


